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飛躍的な医療技術の発展と超高齢社会。新
たな医療のあり方が求められつつある現在、
TechnologyやScienceとしての狭義の医療を超
えた、倫理/道徳観を含むArtがキーだとも言わ
れています。
その他の様々な分野でもArtとの融合には可能
性があると言われており、医学においてもそれは
同様といえます。そのようななか、今年の夏に始
まった東大生、藝大生、医大生のコラボによる
プロジェクトの第2回を10月14日に開催しまし
たので、ここにご報告します。

「The Sound of Music」をテーマにした藝大生
によるミュージカルを皮切りにイベントは幕を開
けました。午前のプログラムとして、精神科の現
役医師から、「日本人のメンタリティ」「自己概念」
についてのレクチャーをしていただき、つづく自

己分析ワークショップでは、参加者全員が自分
自身を食材に例えて自己紹介をし、さらにその食
材を使ってどんな料理が作れるかを考え、発表し
ました。それを通して、各自の個性や専門性を合
わせればどのようなことができるかについて考え
ることができました。自分自身を振り返り、それ
を表現することで、学んでいることや考えている
ことの異なる学生同士が互いを知り、理解を深
めるような時間になりました。午後には、藝大生
によるワークショップが行われました。
アーティスト的な思考や、いかに想像力に制約
をかけずにディスカッションするかについてのレク
チャーを受けた後、童話「桃太郎」のストーリー
を再創造してみる、「未来のオリンピックの競技」
を考えてみる、などのワークを通して、論理的思
考だけに囚われない直感的思考を体験すること
ができました。さらに、それぞれの分野でご活躍
されている先輩方からもお話をしていただき、学
生に向けたメッセージも伝えていただきました。
最後は懇親会をもって盛況のうちに幕を閉じました。
多くの方にご参加いただきありがとうございました。
東大×藝大×医学のプロジェクトはまだ始まった
ばかりですが、今後も各分野の学生が個性を発
揮しながら協力し合い、新しいことを発見し、挑

戦していく場として刺激的に作っていきたいと
思っています。そして、参加したことが各自の将
来や社会をより良くする一助になることを願って
おります。
次回の開催でも多くの方のご参加
をお待ちしております。共催いた
しましたTomorrow’s Medicineで
は毎月、医学生企画を行っており
ます。興味がありましたらSNSな
どをご確認ください。
東大藝大医学コラボ
Instagram：@to.ge.i.collabo
医学生団体Tomorrow’s Medicine 
Twitter：@TmrwMedicine

第２回　東大×藝大×医学コラボイベント＠お台場　～ Share your Story ～
主催：アオハル　共催：医学生団体Tomorrow’s Medicine

米国内科学会（ACP）日本支部の若手医師部会
（Resident Fellow Committee）は11月10日（日）
に「第５回RFCセミナー」を開催しました。本セ
ミナーは年に２回程度、内科系各分野の専門家
を講師としてお招きし、若手医師の臨床能力の
向上を図るものです。今回は全国各地から約30
名が集い、河村朗夫先生（国際医療福祉大学
医学部循環器内科主任教授）、水野篤先生（聖
路加国際病院心血管センター医幹）をお招きし、
循環器分野に関する見識を深めました。
河村先生からは「私が海外に飛び出していって学
んだこと－心臓カテーテル医の武者修行？－」と
いうタイトルで、心臓カテーテル医の道を選択す
るに至った思い、卵円孔開存の病態や治療、あ
るいは医学教育の課題感等、幅広い切り口で、
臨床医として持つべきマインドをお話しいただき
ました。気楽に聞いてください、という前置きで
したが、事後のアンケートでは「医学知識だけで
なく、人生の先輩としての貴重なお話をたくさん
聞くことができ、とても楽しかったです」といっ
た感想が聞かれるなど、自分の将来についての

悩みも多い医学生・若手医師にとって心に響く講
演となりました。
水野先生のセッションでは「合併症を考慮した
心不全治療」と題し、小グループでのディスカッ
ションを交えた症例検討を行いました。初期対
応、診断、治療の各ステップでグループからの
意見を引き出しつつ、各段階における先生の思
考過程を率直にお話しいただきました。良い点を
褒め、各自がさらに考えを深められるようなフィー
ドバック法も豊富に散りばめられており、参加者
が現場に戻った際に即役立つような、後輩を指
導する際のテクニックも得ることができたのでは
ないでしょうか。 
午後のセッションである「弾丸診断道場」では、
MKSAP*の類題を用いて、皆で実臨床に基づく
13題の問題にチャレンジしました。MKSAPは米
国臨床医がメインターゲットですが、解説の際に
水野先生から日本での実臨床や最新の知見に関
するエキスパートコメントを頂くことで、自習では得
られない生きた知識を参加者に提供しました。
今後もRFCでは、日本内科学会との合同セ

ッションやACP日本支部総会等の企画を通じて、
学生や若手医師のニーズにコミット
していきます。ACP日本支部内で
も、様々な医療課題に関するプロ
ジェクトが立ち上がっています。今
後もRFCにぜひご注目ください。
米国内科学会日本支部
WEB：http://www.acpjapan.org/
米国内科学会日本支部　RFC
Facebook：https://www.
facebook.com/acpjcrfc/

*MKSAP…Medical Knowledge Self-Assessment Program

循環器漬けの半日を －第５回RFCセミナーレポート－　
米国内科学会日本支部　Resident Fellow Committee　野中 沙織　

【Instagram】

【Twitter】

【WEB】

【Facebook】
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医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

2019 年10月14日（月・祝）に第24回東北大
学医学祭が開催されましたのでご報告いたしま
す。すでに本誌「医学生の交流ひろば」では何
回かご紹介させていただきましたが、東北大学
医学祭は3年に1度、東北大学医学部で学生を
中心に運営される文化祭イベントです。医学部・
歯学部のある星陵キャンパスで開催されること
から、医学・医療に着目した企画が多いのが特
徴の一つです。
2019年10月13日と14日の二日間に渡って開
催する予定でしたが、東日本を中心に甚大な被
害をもたらした台風19 号の接近に伴い、安全

面を考慮して13日を中止とし、14日のみの開催
に変更いたしました。直前での変更となり、ご
迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。また、
今回の台風で被害に遭われた皆様に心からお見
舞いを申し上げます。
天候に不安のあるなか、1日で 2,000人近い
方々に足をお運びいただきました。たくさんの皆
様にご来場いただき、誠にありがとうございまし
た。
今回の医学祭のテーマは「医療が結ぶ地域の
輪」でした。地域の皆様（特に未就学児・小学
生の子ども連れご家族）にたくさんご参加いた
だけたことで、テーマに定めたようなイベントに
することができたと思っています。
医学祭では来場者の皆様に実際に手を動かして

「体験」してもらう企画を多く取り入れようと考え
て準備を進めてまいりました。医療手技体験や
救急体験ではたくさんの方に参加いただき、手
術や検査のシミュレーター、練習用AEDで「体
験」をしていただきました。小さなお子様も「ぬ
いぐるみびょういん」企画を通して医療従事者
の仕事について「体験」をしてもらえたのでは
ないかと思います。東北大学に特徴的な「東北

メディカル・メガバンク機構」についても、クイ
ズという形式で未来型医療を「体験」いただけ
たかと思います。医学祭での「体験」を通して、
来場者の皆様が新たな発見をし、医学・医療、
さらには自身の健康について少しでも興味を持っ
ていただければ幸いです。
今回の医学祭開催につきましては、本学OB・
OG、保護者の皆様をはじめ、関係各所よりたく
さんのご寄付を頂きました。皆様のご協力を頂
き、日程の変更はありましたが無事に開催がで
きたと思っております。本当にありがとうござい
ました。

第24回東北大学医学祭　開催報告
東北大学医学祭実行委員会　阿久津 諒

Report

「第16回勉強会：クイズ＆体験型 臨床検査セミナー」のご報告と次回勉強会のご案内
関東医学部勉強会サークルKeMA

Report

【WEB】

ドクタラーゼをご覧の皆様、こんにちは。関東医
学部勉強会サークルKeMA（キーマ）です。私たち
は臨床現場により近い形で実践的に医学を学ぶ
ことを目標に、主に総合診療や臨床推論をテーマ
とした勉強会を年に５回開催しています。
去る2019年10月20日に16回目となる勉強会「ク
イズ＆体験型 臨床検査セミナー」を開催いたしま
したので、ここにご報告させていただきます。
今回の勉強会では「臨床検査医学」をテーマ
に聖マリアンナ医科大学臨床検査医学講座の
五十嵐岳先生をお招きし、Reversed Clinico-
Pathological Conference(RCPC)と実践型エ
コーについて学びました。当日は計41名（低学年：
20名、高学年：21名）、12大学に渡る医学生が
集まり、６名ごとの少人数グループに分かれ、提
示された２症例について議論を進めました。
RCPCとは症状や診察所見などの詳しい情報が
ない状況で、臨床検査データのみをもとに、症例
の病態を推定していくことです。
患者に起きていることを検査データから推測して
シナリオを作っていくのは初めてだった方も多く、
考え方や検査値の見方について深く学ぶことが

できました。
またエコーについては、救急で必須の知識であ
る Focused Assessment with Sonography for 
Trauma(FAST)を実際のエコー機材を用いて体
験することができました。普段の大学講義とは異
なる学習の形式で、ときには真剣に、ときには笑い
合いながらどのグループも活発に議論を行ってい
ました。参加者アンケートでも「検査値同士の関
連から病態を考えることが大切だと学べた」「高
学年が低学年をフォローしながら考えていき、ディ
スカッションが非常に盛り上がった」などという
声を頂くことができ、主催側としても勉強会開催
の意義を感じられる実りの多い時間となりました。
次回の勉強会でもより実践的な医学を楽しんで学
べる場となるよう色 と々工夫しておりますので、皆
様からのご参加をぜひお待ちしております！

【次回以降のご案内】
●「第17回 KeMA勉強会 ER simulation ～診
断力を磨いてサンタを救え！～」（終了）
2019年12月22日（日）13：00 ～ 

●東京どまんなか3.0
2020年３月28日（土）

詳細は下記（KeMAホームページ）
よりどうぞ！
https://kemaeducation.
wordpress.com/
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Group

全国医学生自治会連合（以下、医学連）は、全
国の医学部自治会組織と連携し、医学部のカリ
キュラムや留年問題、地域枠や医師の労働環境
等、全国的な課題の解決に向けて取り組む組織
です。月１回執行部で会議を行う他、各大学自
治会との交流会も開催し、現在医学生が抱える
問題を洗い出したり、他大学間で現状を共有し、
状況の改善や発展につなげたりしています。年
度末には毎年、集めた医学生の声を文部科学
省や厚生労働省に届け、懇談の場も頂いており
ます。そのために定期的に医学教育や医療政策、
医師のキャリア形成など多様な分野からご高名
な先生をお呼びして講演会も行い、医学生の代

表として意見することができるよう、日々学習を
深めています。毎年夏に行われる全国医学生ゼ
ミナール（通称医ゼミ）も医学連が主催で運営
しており、今年は山梨大学にて開催し、大盛況
のうちに幕を閉じました。自治会活動や、医学
生の抱える問題について学びを深めることのでき
た3泊4日であったと確信しております。
私自身、今年１年間大学内で医学部自治会長を
務めており、カリキュラムや学校生活、学校設
備についてアンケートを行い、それをもとに先生
方と懇談させていただくなど、医学教育について
話し合う機会に恵まれました。学生の声を寛大
に受け入れ、検討してくださり、大変恵まれた環

境であると痛感しております。
近年では、医学教育を含め、様々な分野で医学
生から意見を発信していく自治会・医学連の活
動がますます重要なものとなってきています。医
学生が先生方や学外組織と恊働し、より良い医
学教育の場や卒後の医療現場を目指していくこ
とは非常に意義深いことです。共に学び、考え、
より良い医
学教育の場
を作り上げ
ていきませ
んか？

Group
医学生の声を医学教育に、そして社会に
全国医学生自治会連合　山口大学医学部医学科4年　医学部学生自治会長　持田 千幸

「ロールモデルの先輩と話すことで、思い描い
ていた夢が明確になった。将来の夢を叶えるた
め、勉強を頑張りたい！」出張授業先の高校生
の感想は、企画に携わるすべての医療系学生に
とって大きな励みになります。私たちは大学や学
部、学年も様々な大学生ですが、「多感な高校
生の時期に、医療の世界に少しでも触れてもら
い、進路選択に役立ててほしい」という想いで
活動しています。
昨今、医療系学生の入学後のモチベーション低
下が問題視されています。その背景には、高校

生時点での医療職についての情報の不足が考え
られます。各大学の「偏差値」だけではわからな
い魅力、多職種連携の意味、良い医療者とは…
高校生が興味を持つテーマを中心に、体を使っ
たワークショップを通して大学生と共に学びます。
この企画は、私たち大学生にとっても大変意味
のあるものです。大学で学んだ知識を高校生に
もわかる言葉で説明することの難しさを多くの学
生が実感します。医療系学生にとって出張授業
は実際の医療現場で直面する「患者との円滑なコ
ミュニケーション」を訓練できる場でもあるのです。

2019年2月より、北は山形から南は福岡まで9
校で開催し、毎回好評を頂いております。
また、継続的かつ充実した内容の提供のために
10月にはクラウドファンディングにも挑戦し、1か月
足らずで目標の120万円を集めることができました。
未来の医療
者となる高
校生のため
に私たちは
走り続けま
す。

Group
進路に悩める高校生へ大学生の「今」だから伝えられるメッセージ
IFMSA-JapanSCOME副責任者　加地 紫苑

私は小学校に入学する前、アトピー性皮膚炎が
ひどく、かゆみに耐え切れず肘や足首をかきむし
り、足首に至っては血まみれになり肉が見えるほ
どでした。その時の足の様子は幼かった自分に
とってとても衝撃的で、今でもよく覚えています。
病院に通うもなかなか治らないのを見かねた母
は、他の方法はないかと考え、地元の漢方薬局
に行き着きました。その薬局に通い続けて約2
年後、皮膚の炎症は完全に消えました。
この時から、漢方ないし中国の医学に関心を持
ち始め、医学部に進学し、「関西中医学研究会
ひょうたん」と、そこで講師をしてくださっている
今中健二先生に出会いました。

「ひょうたん」は、主に医療系学生で構成された
学生団体で、西洋医学に加え中国医学も学び、
治療の幅を広げようという理念で活動しています。
中国で中医師 （中国医学で治療を行う医師）の
資格を取得された後、日本で中国医学の普及に
携わられる今中先生を師とし、月に１～２回勉強
会をしています。それ以外にも介護施設で診断
の練習をさせていただいたり、一般の方を対象に
中国医学の座談会を開催したりしています。中国
医学は2,400年の歴史を持ち、西洋医学とは異
なる視点から診断を行い、治療方針を決めます。
互いの強みを生かし、両方を適切に使いこなす
ことができれば、より多くの人を救うことができ

ると信じて私たちは活動しています。
Facebook：
https://www.facebook.com/
hyotanTCMkansai/
Twitter：@hyotanTCMkansai

中国医学と西洋医学の融合で、より多くの人を救いたい
関西中医学研究会ひょうたん　学生代表　京都大学医学部医学科5年　山下 真弥

【Facebook】

（写真左：アトピーを発症していた頃の自分、写真右：「ひょ
うたん」主催の座談会の様子 ［中央：山下、右：今中先生］）

43

※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。



日本医師会後援映画

「山中静夫氏の尊厳死」

日本医師会が後援する映画『山中静夫氏の尊厳死』が、全国で順次公開され
ています。今回、医学生がこの映画の鑑賞会を行い、感想を語り合いました。

執筆 外山 尚吾（京都大学医学部医学科 ５年）

※本稿の作成にあたっては、外山さんを含む4人の医学生にご
参加いただきました。ご協力に感謝いたします。
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を
言
う
こ
と
が

多
い
け
れ
ど
、「
肺
が
ん
の
山
中
で

す
」
と
名
乗
る
と
い
う
こ
と
は
、「
肺

が
ん
患
者
で
あ
る
こ
と
」
が
そ
の
時

の
彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
な
っ

て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
。

Ａ
：
僕
は
、
病
名
を
は
っ
き
り
口
に

す
る
一
方
で
、「
夜
に
な
る
と
誰
か

に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
」
と
怖
が
る

姿
も
印
象
的
だ
っ
た
。
自
分
の
余
命

が
長
く
な
い
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
も
、

死
の
恐
怖
に
は
抗
え
な
い
、
そ
の
狭

間
で
揺
れ
て
い
る
の
か
な
⋮
と
。

D
：
が
ん
が
進
行
し
て
い
く
な
か
で
、

自
分
が
「
肺
が
ん
で
、
余
命
い
く
ば

く
も
な
い
山
中
静
夫
」
で
あ
る
こ
と

を
受
け
入
れ
る
覚
悟
が
必
要
っ
て
こ

と
だ
ろ
う
か
？

B
：
病
気
に
な
る
前
は
、
彼
に
は
違

【キャスト・スタッフ】
監督・脚本：村橋 明郎
出演：中村 梅雀、津田 寛治、高畑 淳子、田中 美里、浅田 美代子
原作：南木 佳士『山中静夫氏の尊厳死』（文春文庫刊）
配給・宣伝：マジックアワー、スーパービジョン
©2019映画『山中静夫氏の尊厳死』製作委員会

あらすじ
ここに末期がんを宣告された男（山中静夫）がいます。男は自分の最期を迎えるために、ふる
さとに帰り、自らの墓を作り始めるのです。静かに、楽に死んでいくことだけを願って…。
そして、そんな患者を最期まで見守る一人の医師（今井）。職業柄人間の死を多く見過ぎた医
師は、やがて自らもうつ病になりながらも、尊厳死とは何か、果たして人間の尊厳死はありえ
るのかを考えるのです。（参考：公式サイト http://songenshi-movie.com/ ）

医
師
の
仕
事
は
「
死
」
と
地
続
き

A
：
映
画
を
観
終
わ
っ
て
、
印
象
的

だ
っ
た
シ
ー
ン
は
ど
こ
だ
っ
た
？

B
：
回
想
シ
ー
ン
で
、
医
師
の
今
井

が
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
瞳
孔
を
確

認
し
て
、
患
者
さ
ん
の
死
を
家
族

に
宣
告
す
る
場
面
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、

そ
こ
で
少
し
ド
キ
ッ
と
し
た
。

A
：
ど
う
し
て
？

B
：
臨
床
実
習
で
も
、
自
分
の
ペ
ン

ラ
イ
ト
で
患
者
さ
ん
の
検
査
を
す
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
け
ど
、
同
じ
道
具

が
、
死
の
最
も
象
徴
的
な
場
面
で
使

わ
れ
て
い
た
か
ら
。
医
師
と
い
う
仕

事
が
「
死
」
と
地
続
き
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
意
識
さ
せ
ら
れ
た
。

C
：
確
か
に
、
カ
ル
テ
を
見
な
が
ら

病
気
や
治
療
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、「
死
」
そ
の
も
の
と

対
峙
す
る
こ
と
は
少
な
い
ね
。

D
：
僕
は
、
実
習
で
担
当
し
た
患
者

さ
ん
が
２
週
間
後
に
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
後
か
ら
知
っ
た
時
、「
死
」
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
よ
。
今
は

特
別
な
出
来
事
だ
と
感
じ
る
け
ど
、

医
師
に
な
っ
た
ら
こ
う
い
う
こ
と
も

日
常
の
一
部
に
な
っ
て
い
く
の
か
な
。

C
：
医
師
と
し
て
仕
事
を
す
る
う
え

で
、「
健
康
に
生
き
る
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
感
じ
て
き
た
け
れ
ど
、
い
つ

か
訪
れ
る
「
死
」
に
つ
い
て
も
、
し

っ
か
り
考
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な

い
と
痛
感
し
た
よ
。
こ
の
映
画
が
扱

っ
て
い
る
テ
ー
マ
は
、
ど
ん
な
医
師
・

医
学
生
で
も
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
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A
：
さ
っ
き
の
話
に
基
づ
く
と
、「
肺

が
ん
の
山
中
静
夫
」
と
し
て
で
は
な
く

「
静
夫
」
と
し
て
の
人
生
を
完
遂
す
る

こ
と
が
「
尊
厳
死
」
と
し
て
、
こ
の
映

画
で
は
描
か
れ
て
い
る
と
思
う
。

B
：
そ
れ
が
「
自
分
で
自
分
の
墓
を

作
る
」
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
象
徴

さ
れ
て
い
た
よ
ね
。
そ
し
て
そ
れ
は

「
自
分
の
本
当
の
気
持
ち
」
を
大
事

に
し
た
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
。

D
：
う
ー
ん
、
む
し
ろ
僕
が
思
っ
た

の
は
、「
自
分
の
本
当
の
気
持
ち
」
が
、

不
変
の
確
固
た
る
も
の
と
し
て
存
在

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う

と
こ
ろ
か
な
。

B
：
ど
う
い
う
こ
と
？

D
：
確
か
に
「
自
分
の
墓
を
作
り

た
い
」
と
い
う
点
で
は
一
貫
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
彼
が
「
ど

う
生
き
た
い
か
／
死
に
た
い
か
」
に

つ
い
て
は
亡
く
な
る
間
際
ま
で
揺
れ

続
け
て
い
た
よ
う
に
思
う
ん
だ
。
彼

の
「
楽
に
し
て
く
れ
」
と
い
う
言
葉

も
、
映
画
の
中
で
は
一
定
の
解
釈
が

与
え
ら
れ
て
い
く
け
ど
、
僕
に
は
そ

の
時
々
に
よ
っ
て
意
味
が
違
っ
て
聞

こ
え
た
。

C
：
何
か
の
決
断
が
な
さ
れ
る
と
き

っ
て
、
独
立
し
た
、
他
者
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
自
分
が
「
決
め
る
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
話
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
環

境
因
子
が
あ
っ
て
、
自
分
を
中
心
と

し
て
色
々
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る

な
か
か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
「
決
定
」

が
ふ
わ
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

り
取
り
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
当
た

り
前
の
よ
う
に
そ
の
言
い
方
を
す
る

か
ら
、
嫌
で
も
刷
り
込
ま
れ
る
よ
ね
。

A
：
そ
の
言
い
方
が
便
利
な
の
は
わ

か
る
し
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
と
人

間
性
ま
で
含
め
た
濃
い
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
け
ど
、
そ

れ
で
も
僕
は
「
〇
〇
歳
、
×
×
の
患

者
」
と
い
う
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
超
え
た

関
係
を
、
患
者
さ
ん
と
築
き
た
い
な

と
思
う
。

D
：
で
も
、
そ
れ
を
続
け
る
の
は
簡

単
で
は
な
い
こ
と
も
描
か
れ
て
い
る

よ
ね
。
今
井
が
自
宅
で
虚
空
を
見
つ

め
な
が
ら
、「
１
日
の
う
ち
で
使
え

る
優
し
さ
、
他
人
へ
の
気
遣
い
に
は

限
度
が
あ
る
。
俺
は
そ
れ
を
病
院
で

使
い
果
た
し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
う

シ
ー
ン
が
す
ご
く
心
に
残
っ
て
る
。

B
：
実
際
、
今
井
が
静
夫
を
看
取
っ

た
後
に
う
つ
病
に
罹
る
様
が
描
か
れ

て
い
る
ね
。
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

C
：「
〇
〇
歳
、
×
×
の
患
者
」
と
し

て
し
か
見
な
い
こ
と
は
、
患
者
さ
ん

の
尊
厳
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。
で
も
、

た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
と
一
人
の
人

間
と
し
て
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
は
、

医
師
側
が
消
耗
し
て
し
ま
う
危
険
を

孕
ん
で
い
る
。
じ
ゃ
あ
医
師
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
―
―
と
い

う
こ
と
も
、
こ
の
映
画
は
問
い
か
け

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

「
尊
厳
」
の
形
は
一
つ
じ
ゃ
な
い

D
：
今
「
尊
厳
」
っ
て
言
葉
が
使
わ

れ
た
け
ど
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
尊

厳
死
」
っ
て
、結
局
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

う
「
山
中
静
夫
」
と
し
て
の
人
生
が

あ
っ
た
は
ず
。
こ
の
作
品
で
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
彼
が
「
肺
が
ん
の
山

中
静
夫
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ

も
、
残
り
少
な
い
時
間
の
中
で
、
肺

が
ん
で
あ
る
こ
と
を
含
め
て
人
生
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
成
し
て

い
く
過
程
の
よ
う
に
見
え
た
。

D
：
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
そ
う
言
う

ほ
う
が
し
っ
く
り
く
る
。

A
：「
静
夫
」
と
し
て
の
人
生
と
言

っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
。
ほ
ら
、
墓

に
名
前
を
彫
る
シ
ー
ン
で
、
山
中
は

婿
入
り
先
の
「
山
中
」
は
書
か
ず

「
静
夫
」
と
彫
っ
て
い
た
。

C
：
彼
の
「
反
乱
」
っ
て
言
葉
も
思

い
出
さ
れ
る
ね
。
婿
養
子
で
あ
る
山

中
が
、
今
ま
で
周
り
に
気
を
遣
っ
て

き
た
ぶ
ん
、
最
後
く
ら
い
は
好
き
に

さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
。

B
：「
反
乱
」
と
い
う
言
葉
は
、
婿

入
り
先
へ
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
「
肺
が
ん
の

山
中
静
夫
」
に
侵
食
さ
れ
る
こ
と
へ

の
「
反
乱
」
と
も
解
釈
で
き
る
な
あ
。

一
人
の
人
間
と
し
て
患
者
さ
ん
と

向
き
合
い
続
け
る
難
し
さ

A
：
少
し
話
は
戻
る
け
ど
、「
肺
が

ん
の
」
と
言
わ
れ
て
初
め
て
今
井

が
静
夫
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
シ
ー

ン
は
、
医
師
は
患
者
さ
ん
の
こ
と
を

「
〇
〇
歳
、
×
×
の
患
者
」
と
い
う
よ

う
に
年
齢
や
疾
患
名
で
認
識
し
て
い

る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。

C
：
実
習
中
も
、
医
療
者
同
士
の
や

よ
う
な
感
じ
。

A
：
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
要
は
、

人
の
意
思
な
ん
て
も
の
は
本
当
に
あ

る
の
か
、
っ
て
こ
と
が
言
い
た
い
？

C
：
そ
う
！

D
：
こ
の
映
画
で
も
、
静
夫
と
今
井
、

そ
し
て
静
夫
の
奥
さ
ん
と
い
う
人
々

の
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
な
か
で
、

静
夫
の
最
期
が
決
定
づ
け
ら
れ
て
い

っ
た
よ
う
に
見
え
た
。「
患
者
さ
ん

の
思
う
よ
う
に
」
と
い
う
の
は
医
療

者
に
と
っ
て
便
利
な
原
則
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
そ
の
原
則
を
一
度
問

い
直
し
て
み
る
こ
と
は
大
事
か
も
し

れ
な
い
。

B
：
な
る
ほ
ど
な
あ
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
改
め
て
死
に
向
か
う
誰
か
の

「
尊
厳
」
が
守
ら
れ
て
い
る
と
は
ど

ん
な
状
況
か
考
え
る
と
、
ど
こ
か
に

存
在
し
て
い
る
は
ず
の
「
患
者
さ
ん

の
本
当
の
気
持
ち
」
が
そ
の
ま
ま
叶

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

「
患
者
さ
ん
の
本
当
の
気
持
ち
」
が

何
な
の
か
、
患
者
さ
ん
自
身
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
、
そ
し
て
医
療
者
が
共

に
問
い
続
け
ら
れ
る
環
境
な
の
か
も

し
れ
な
い
ね
。

C
：
そ
の
過
程
で
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
譲
れ
な
い
、

変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
が
あ
っ
た
り

す
る
。
そ
れ
が
人
間
だ
し
、「
尊
厳
」

の
形
は
一
つ
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。

A
：
う
ん
。
一
意
に
定
ま
ら
な
い
か

ら
こ
そ
、
あ
え
て
『
山
中
静
夫
氏
の

尊
厳
死
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
映

画
の
形
で
表
現
さ
れ
る
価
値
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
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各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.25

宮崎県出身。大学3年生で宮崎大学学
生会の執行委員となり、自治会活動に
初めて参加。大学5年生で全日本医学
生自治会連合の中央執行委員長を務め、
入試差別問題に関して全国の医学生に
アンケート調査を実施し、省庁交渉や記
者会見などを通じて社会に医学生の声を
伝える活動を行った。将来は地域の人が
求める医療や社会を地域の人たちと一緒
に創りたい。

山下 さくら（宮崎大学６年）

profile

interviewee

山下 さくら 
interviewer

河野 大地
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河野 大地（宮崎大学３年）

profile

さくら先輩とは学生会や吹奏楽部などの活動でご一緒しています
が、僕にとっては遠い存在のように感じていました。今回のイン
タビューを通して、先輩の多くの業績は、先輩が私たちと同じよ
うに出る杭になることに対する不安を抱えながらも、自分なりの
信念を曲げずに行動してきた結果なのだとわかりました。僕も自
分の信念を大切にして、これから生きていきたいと思います。

※医学生の学年は取材当時のものです。

河
野
（
以
下
、
河
）：
山
下
さ
ん
は
医

学
連
の
委
員
長
と
し
て
、
２
０
１
８

年
の
医
学
部
不
正
入
試
問
題
や
医
師

の
過
重
労
働
を
テ
ー
マ
に
し
た
調
査

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
不

正
入
試
問
題
を
テ
ー
マ
に
さ
れ
た
の

は
ど
う
し
て
で
す
か
？

山
下
（
以
下
、
山
）：
問
題
が
発
覚

し
た
当
初
は
、
単
に
受
験
生
の
問

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
今
ま
で
私
が

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
こ
と
に
も
、
同

じ
背
景
が
あ
る
と
気
付
い
た
ん
で
す
。

例
え
ば
、「
女
性
だ
か
ら
」
と
い
う

理
由
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
キ
ャ
リ
ア

の
兼
ね
合
い
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
何
だ
か
お
か
し
い
な
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
き
っ

と
こ
れ
は
私
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

医
学
生
全
体
や
、
将
来
働
く
医
療

現
場
の
問
題
で
も
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、

絶
対
に
ど
う
に
か
し
た
い
、
何
か
や

ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

河
：
調
査
で
は
、
全
国
の
大
学
医
学

部
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
２
千
人

以
上
の
医
学
生
か
ら
回
答
を
得
た
う

え
、
記
者
会
見
も
行
い
ま
し
た
よ
ね
。

そ
こ
ま
で
積
極
的
に
な
れ
た
の
は
ど

う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

山
：
初
め
は
、
私
と
同
じ
考
え
の
人

が
少
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不

安
で
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
み
る
と
、
多
少
の
差
は
あ
れ
ど
、

み
ん
な
苦
し
ん
で
い
た
ん
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
た
ち
が

こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
を
社
会
に
伝
え
な
け
れ
ば
と
思
い
、

記
者
会
見
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
名
前
を
出
し
て
意
見
を

言
う
こ
と
に
は
怖
さ
も
あ
り
ま
し

た
。
と
い
う
の
も
、
医
学
連
は
全
国

の
医
学
生
を
代
表
す
る
立
場
で
、
委

員
長
で
あ
る
私
の
仕
事
は
代
弁
を
す

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

た
だ
、
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
い
と

何
も
変
わ
ら
な
い
し
、
同
じ
思
い
の

人
が
い
る
と
思
う
と
、「
や
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
の
方
が
勝
り
ま
し
た
。

医
学
連
の
仲
間
た
ち
も
背
中
を
押
し

て
く
れ
ま
し
た
。

え
つ
つ
、
無
理
な
く
楽
し
く
働
け
た

ら
い
い
の
に
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
道
の
り
は
長
そ
う
だ

と
も
感
じ
ま
す
。
こ
の
状
況
が
変
わ

ら
な
い
原
因
は
、
自
分
の
働
き
方
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
の
な
い
ま

ま
医
師
に
な
っ
て
し
ま
う
私
た
ち
医

学
生
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
も
う
少
し
働
き
方
に
つ
い

て
し
っ
か
り
議
論
す
る
時
間
を
作
っ

て
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
な
い

と
、
本
質
は
変
わ
っ
て
い
か
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

河
：
長
時
間
勤
務
を
美
談
に
し
た
り
、

か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
し
ま
う
風
潮

が
、
ま
だ
あ
り
ま
す
よ
ね
。

山
：
そ
う
な
ん
で
す
。
で
も
私
は
、

患
者
さ
ん
は
疲
弊
し
た
医
師
に
診
て

も
ら
い
た
く
な
い
と
思
う
し
、
医
療

者
が
健
康
で
な
け
れ
ば
皆
が
健
康

に
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

も
っ
と
医
療
界
全
体
、
そ
し
て
日
本

全
体
が
「
早
く
帰
れ
る
方
が
か
っ
こ

い
い
」
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ッ
シ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
え
て
私
が
出
る
杭
と
な
っ
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
表
に
出
て
こ
な
か
っ

た
意
見
も
出
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら

も
、
互
い
の
一
致
点
を
探
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
き
た
の
で
、
反
対
意
見

を
持
つ
人
と
も
し
っ
か
り
対
話
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
を

通
じ
て
、
み
ん
な
が
対
話
の
機
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
と
て
も

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
：
今
後
の
医
師
の
働
き
方
に
つ
い

て
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
：
性
別
で
人
を
判
断
し
な
い
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
一
番

で
す
ね
。「
入
試
で
女
子
を
制
限
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
男
性
を
安

価
で
た
く
さ
ん
働
く
労
働
者
と
し
て

見
て
い
て
、
男
性
の
方
が
か
わ
い
そ

う
」
と
い
う
意
見
が
出
た
時
、
一
理

あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。＂
男
だ
か

ら
＂＂
女
だ
か
ら
＂
で
は
な
く
、
各
々

が
自
分
の
生
き
た
い
よ
う
に
生
き
な

が
ら
、
医
師
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
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